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県
内
で
は
最
も
早
い
時
期
に
開
催
さ
れ
る
恒
例
の
「
第
15
回
た
か
の
す
米
代
川
花
火
大
会

（
市
観
光
協
会
鷹
巣
支
部
主
催
）」
が
７
月
８
日
（
土
）
、
米
代
川
河
川
敷
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
見
物
客
が
訪
れ
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
割
物
花

火
、
仕
掛
花
火
な
ど
、
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
光
の
シ
ョ
ー
に
大
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

米
代
川
の
水
面
を
彩
る
光
の
祭
典

7
16
7
16

第
15
回
た
か
の
す
米
代
川
花
火
大
会



　広報きたあきた　18．7．16  ２　広報きたあきた　18．7．16３

教

育

委

員

会

関

係

【
総
務
課
関
係
】

　

長
期
山
村
留
学「
ま
と
び
学
園
」

は
14
期
目
を
迎
え
、
平
成
18
年
度

は
男
子
３
名
、
女
子
４
名
の
計
７

名
が
入
園
生
と
し
て
学
園
で
の
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

【
義
務
教
育
課
関
係
】

　

平
成
18
年
度
市
立
小
中
学
校
、

幼
稚
園
の
入
学
（
園
）
式
は
４
月

５
日
、
６
日
に
挙
行
さ
れ
、
今
年

度
は
、
幼
稚
園
10
名
、
小
学
校
２

８
３
名
、
中
学
校
３
２
５
名
の
新

入
生
を
迎
え
、
こ
れ
に
よ
り
５
月

１
日
現
在
の
小
学
校
（
16
校
）
の

児
童
数
は
１
８
９
２
名
、
中
学
校

（
５
校
）
の
生
徒
数
は
１
０
５
５

名
と
な
り
、
学
級
数
で
は
小
学
校

が
１
０
７
学
級
、
中
学
校
が
40
学

級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
高
校
教
育
課
関
係
】

　

合
川
高
等
学
校
の
入
学
式
が
、

65
名
の
新
入
生
（
普
通
科
19
名
、

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
21
名
、
介
護
福

祉
科
25
名
）
を
迎
え
４
月
６
日
に

挙
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
５
月
１

日
現
在
の
生
徒
数
は
、
２
年
生
93

名
、
３
年
生
81
名
を
含
め
２
３
９

名
で
、
科
別
で
は
普
通
科
82
名
、

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
77
名
、
介
護
福

祉
科
80
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
介
護
福
祉
士
国
家

試
験
の
合
格
者
が
発
表
さ
れ
、
本

校
か
ら
は
介
護
福
祉
科
生
徒
19
名

が
受
験
し
、
一
次
筆
記
試
験
合
格

者
は
16
名
、
二
次
実
技
試
験
合
格

者
は
15
名
で
78
・
９
％
の
合
格
率

と
な
り
全
国
平
均
の
55
・
１
％
を

大
幅
に
上
回
る
結
果
で
し
た
。

【
生
涯
学
習
課
関
係
】

　

国
指
定
史
跡「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」

と
国
土
交
通
省
森
吉
山
ダ
ム
工
事

事
務
所
の
遺
跡
調
査
委
託
を
受
け

て
い
る
「
橋
場
岱
Ｂ
遺
跡
」
の
現

地
調
査
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
生
涯
学

習
の
一
環
と
し
て
、
５
月
11
日
の

合
川
地
区「
こ
と
ぶ
き
大
学
」始
業

式
を
皮
切
り
に
、
鷹
巣
地
区
「
高

鷹
大
学
」、前
田
地
区「
寿
大
学
」、

米
内
沢
地
区
「
老
壮
婦
人
大
学
」、

阿
仁
地
区
「
生
き
活
き
大
学
」
の

入
学
・
開
講
式
が
開
催
さ
れ
、
約

７
５
０
名
の
受
講
生
に
よ
る
平
成

18
年
度
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
関
係
】

　

第
44
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
４
月
22
日
に
開
催
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
13
の
競
技
部
門
に
、
県
内
外

か
ら
小
・
中
・
高
・
一
般
・
壮
年

ま
で
の
男
子
１
３
４
名
、
女
子
85

名
の
総
数
２
１
９
名
の
参
加
選
手

が
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
北

秋
田
市
民
プ
ー
ル
で
は
、
市
民
の

健
康
増
進
を
図
る
施
設
と
し
て
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
入
館

者
の
利
用
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

鷹
巣
陸
上
競
技
場
の
改
修
工
事

は
５
月
19
日
に
完
成
し
日
本
陸
上

競
技
連
盟
施
設
用
器
具
検
定
員
に

よ
る
陸
上
競
技
場
第
３
種
公
認
検

定
を
受
け
ま
し
た
。

【
国
体
推
進
室
】

　

秋
田
わ
か
杉
国
体
開
催
の
広
報

Ｐ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
北
秋

田
市
で
開
催
さ
れ
る
競
技
内
容
を

紹
介
し
た
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

作
成
し
、
市
内
小
中
学
校
及
び
関

係
機
関
に
配
布
し
ま
し
た
。　
　

　

４
月
24
日
「
秋
田
わ
か
杉
国
体

北
秋
田
市
実
行
委
員
会
」
が
森
吉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
18
年
度
事
業
・
予
算
並
び

に
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
実
行
委
員

会
で
は
、
５
月
９
日
に
実
施
本
部

を
立
ち
上
げ
、
12
月
に
開
催
す
る

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
実
行
委
員

会
で
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
向

け
た
実
施
本
部
を
５
月
２
日
に
立

ち
上
げ
、
各
部
門
別
会
議
を
開
催

し
競
技
運
営
に
万
全
を
尽
く
し
て

い
ま
す
。

　

山
岳
競
技
実
行
委
員
会
で
は
、

各
専
門
部
会
を
３
月
末
か
ら
延
べ

11
回
開
催
し
、
運
営
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
５
月
21
日

に
は
、
秋
田
県
山
岳
連
盟
が
主
催

す
る
国
体
運
営
役
員
研
修
会
が
森

吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
岡
山
県
山
岳
連
盟
副
理

事
長
を
招
き
、
運
営
各
部
、
県
岳

連
、
地
元
実
行
委
員
会
と
の
業
務

分
担
と
連
携
の
あ
り
方
な
ど
研
修

し
、
今
後
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て

事
務
局
と
役
員
間
の
相
互
理
解
が

図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
７

月
に
開
催
す
る
山
岳
競
技
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
に
向
け
、
５
月
25
日
か

ら
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
兵
庫
国

体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
視
察
い
た

し
ま
し
た
。

　

宿
泊
関
係
で
は
、
合
川
地
区
及

び
阿
仁
地
区
で
の
民
泊
説
明
会
を

随
時
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

【
公
民
館
関
係
】

　

公
民
館
事
業
は
、
市
民
の
生
涯

学
習
要
望
に
応
え
る
べ
く
学
習
や

趣
味
を
深
め
る
場
と
し
て
、
各
公

民
館
で
講
座
を
企
画
し
、
多
く
の

受
講
生
を
迎
え
活
動
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
は
、
中
央
公
民
館

及
び
鷹
巣
地
区
公
民
館
26
講
座
、

合
川
公
民
館
４
講
座
、
森
吉
公
民

館
10
講
座
、
前
田
公
民
館
５
講
座
、

阿
仁
公
民
館
11
講
座
の
合
計
56
講

座
が
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

各
講
座
と
も
受
講
生
の
参
加
状

況
は
順
調
で
、
来
年
２
月
ま
で
活

動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

建

設

部

関

係

《６月定例議会》

行政報告行政報告行政報告
【
都
市
計
画
課
関
係
】

　

新
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
（
技
術
提
案
）
方
式
に
よ
る

業
者
選
定
を
行
い
、
６
月
中
旬
を

目
途
に
業
務
委
託
す
る
予
定
で
す
。

　

都
市
計
画
街
路
事
業
・
太
田
川

口
線
（
元
町
工
区
―
市
施
行
区
間
）

は
、
３
月
末
に
路
線
測
量･

道
路

設
計
等
を
終
え
、
４
月
26
日
に
関

係
者
に
対
し
て
事
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
５

月
11
日
付
け
で
知
事
の
都
市
計
画

事
業
認
可
を
得
た
こ
と
か
ら
、
今

後
は
用
地
単
価
の
提
示
と
用
地
取

得
、
建
物
等
の
補
償
に
係
る
個
別

折
衝
を
鋭
意
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
営
住
宅
上
杉
駅
前
団
地
整
備

事
業
は
、
国
の
交
付
金
決
定
通
知

が
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、
予
算
を
繰

り
越
し
て
３
月
29
日
に
工
事
請
負

契
約
を
締
結
し
、
７
月
10
日
の
工

期
内
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
道
路
河
川
課
関
係
】

　

今
冬
の
記
録
的
な
豪
雪
も
２
月

中
旬
以
降
は
比
較
的
平
穏
な
日
が

続
き
ま
し
た
が
、
除
雪
経
費
は
排

雪
さ
れ
た
雪
処
理
な
ど
も
含
め
４

億
６
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
下
水
道
課
関
係
】

　

公
共
下
水
道
事
業
の
合
川
処
理

区
は
、
川
井
地
区
及
び
合
川
駅
前

地
区
の
一
部
に
つ
い
て
４
月
１
日

に
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
、
そ

の
面
積
は
合
計
で
約
87
・
５
ha
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鷹
巣
処

理
区
は
、
あ
け
ぼ
の
町
、
掛
泥
及

び
本
屋
敷
地
区
の
一
部
を
、
米
内

沢
処
理
区
は
、
長
野
岱
地
区
を
そ

れ
ぞ
れ
５
月
１
日
に
拡
大
し
て
い

ま
す
。

消

防

本

部

関

係

水

道

課

関

係

　

上
水
道
事
業
は
、
６
月
５
日
か

ら
９
日
ま
で
の
５
日
間
の
日
程
で
、

夜
間
に
お
け
る
配
水
管
の
洗
浄
作

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
統
合
簡
易

水
道
整
備
事
業
の
明
利
又
地
区
、

合
川
地
区
、
森
吉
地
区
で
、
工
事

発
注
に
向
け
て
測
量
設
計
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
常
備
消
防
関
係
】

　

平
成
18
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で

の
災
害
件
数
等
は
火
災
が
６
件
、

内
訳
は
建
物
５
件
、
そ
の
他
１
件

で
、
損
害
額
は
９
７
１
５
万
９
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
救
急
救
助

件
数
は
、
救
急
が
４
８
１
件
、
内

訳
は
急
病
３
１
７
件
、
一
般
負
傷

63
件
、
転
院
搬
送
49
件
、
交
通
事

故
35 

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
救
命
士
養
成
研
修
は
４
月

か
ら
１
名
が
東
京
研
修
所
に
お
い

て
研
修
中
で
、
10
月
中
旬
に
修
了

し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
４
月
に
救

急
救
命
士
国
家
試
験
に
合
格
し
た

１
名
が
病
院
研
修
を
修
了
し
救
急

救
命
士
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
指
令
台
は
、
火
災
等

災
害
の
通
報
は
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防

署
で
受
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
シ

ス
テ
ム
の
完
成
に
伴
い
す
べ
て
消

防
本
部
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

「
県
民
防
災
の
日
」
の
５
月
26

日
、
大
野
台
工
業
団
地
内
に
お
い

て
地
震
に
よ
る
劇
物
漏
出
を
想
定

し
た
化
学
災
害
対
応
訓
練
を
実
施

し
、
万
一
の
有
事
に
際
し
備
え
を

万
全
に
し
ま
し
た
。

【
非
常
備
消
防
関
係
】

　

春
の
火
災
予
防
運
動
初
日
の
４

月
２
日
、
各
支
団
毎
に
一
斉
放
水

訓
練
、
消
防
車
に
よ
る
予
防
広
報

パ
レ
ー
ド
、
小
型
ポ
ン
プ
等
機
械

器
具
の
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

阿
仁
支
団
が
４
月
１
日
付
け
で

分
団
数
を
13
分
団
か
ら
５
分
団
に

統
廃
合
し
た
こ
と
に
伴
い
、
一
斉

放
水
訓
練
終
了
後
阿
仁
支
所
に
お

い
て
新
分
団
の
辞
令
交
付
式
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
４
日
米
代
川
右
岸
に
お
い

て
大
館
北
秋
田
地
区
水
防
訓
練
が

開
催
さ
れ
、
合
川
、
阿
仁
支
団
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

春の一斉放水訓練

まとび学園入園祭北秋田市民プールアーチェリーリハーサル大会

119番通報
火　　災
救急事故

　北秋田市消防本部管内から

の119番通報は、一括して消

防本部で受信します。

　通報要領は現在と同じ局番

なしの119番です。

太田川口線
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地
元
有
志
が
環
境
整
備

　

「
観
光
秋
田
30
景
露
熊
山
峡
再
生
」
の
た
め
の
環

境
整
備
が
７
月
５
、
６
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
13
名
が
遊
歩
道
へ
の
手
摺
り
の
取
り
付
け

や
草
刈
作
業
を
行
い
ま
し
ま
し
た
。

　

阿
仁
荒
瀬
露
熊
山
峡
は
、
昭
和
27
年
に
観
光
秋
田

30
景
の
１
つ
に
指
定
さ
れ
た
景
勝
地
で
、
新
緑
や
紅

葉
の
時
期
に
は
沢
山
の
人
が
訪
れ
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
斉
藤
伸
一
さ
ん
、
吉
川
將

祥
さ
ん
ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
自
分
た
ち
が
青
春
時

代
遠
足
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪
れ
た
頃
に
甦
ら
せ
よ
う

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

渓
谷
の
清
流
に
は
、
マ
タ
ギ
岩
、
獅
子
岩
、
モ
ッ

ケ
岩
、
鍋
岩
な
ど
が
美
し
さ
を
競
っ
て
立
っ
て
お
り
、

「
渓
谷
の
美
し
さ
を
大
勢
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
景
勝
地
の
再
生
に
意
欲
を
燃
や
し
な

が
ら
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

観
光
秋
田
30
景
露
熊
山
峡
再
生

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

北
秋
田
市
消
防
団
消
防
訓
練
大
会

　

北
秋
田
市
消
防
団
の
鷹
巣
支
団
と
阿
仁
支
団
の
消

防
訓
練
大
会
が
鷹
巣
橋
付
近
の
米
代
川
右
岸
、
阿
仁

河
川
公
園
で
７
月
２
日
に
行
わ
れ
、
団
員
ら
は
有
事

に
備
え
た
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
団
員
の
消
防
訓
練
礼
式
、
消
防
操

法
を
習
熟
さ
せ
る
と
と
も
に
、
消
防
力
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

鷹
巣
支
団
の
訓
練
大
会
に
は
２
８
０
人
、
阿
仁
支

団
に
は
１
１
４
人
が
参
加
し
て
、
各
支
団
と
も
自
動

車
ポ
ン
プ
操
法
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
規
律
訓
練
の

３
部
門
に
分
団
の
代
表
が
臨
み
、
ホ
ー
ス
の
結
合
、

揚
水
、
放
水
な
ど
を
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

各分団とも日ごろの訓練の成果を発揮（鷹巣会場）

　

国
際
交
流
員
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
敏
子
・
ト
ン
プ
ソ

ン
さ
ん
が
講
師
の
森
吉
公
民
館
講
座
「
Ｈ
ｕ
ｌ
ａ
を

試
さ
ナ
イ
ト
」
が
６
月
21
日
に
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
興
味
が
あ
る
け
ど
、

仕
事
な
ど
の
関
係
で
、
昼
の
教
室
に
参
加
で
き
な
い

人
を
対
象
に
開
か
れ
た
も
の
で
、
今
回
を
含
め
て
３

回
の
短
期
講
座
で
「
カ
ホ
ロ
」
と
い
う
基
本
の
ス
テ

ッ
プ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

参
加
し
た
19
人
の
受
講
者
は
、
手
の
動
き
な
ど
で

心
や
海
、
波
の
形
や
香
り
を
表
現
す
る
こ
と
を
教
わ

り
な
が
ら
、
繰
り
返
し
練
習
し
、
最
初
は
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
踊
り
も
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
頃
に
は
笑
顔

で
リ
ズ
ム
よ
く
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｓ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ　

ｗ
ｅ　

フ
ラ
ダ
ン
ス
？

Ｈ
ｕ
ｌ
ａ
を
試
さ
ナ
イ
ト

カ
ラ
ス
対
策
で
黄
色
い
ご
み
袋
を

ご
み
を
活
か
す
合
川
地
区
市
民
会
議

　

ご
み
を
活
か
す
合
川
地
区
市
民
会
議
の
総
会
が
６

月
29
日
、
合
川
支
所
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
関
係
者

な
ど
約
80
人
が
出
席
し
、
ご
み
の
減
量
化
と
適
正
処

理
に
向
け
た
啓
発
活
動
や
学
習
会
な
ど
、
今
年
度
の

活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
伊
東
会
長
が
「
み
な
さ
ん
か
ら
活
発

な
意
見
を
頂
き
、
充
実
し
た
活
動
を
進
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

平
成
４
年
に
発
足
し
た
同
会
は
、
古
紙
リ
サ
イ
ク

ル
や
紙
ひ
も
の
利
用
推
進
、
ご
み
の
減
量
化
と
適
正

処
理
に
向
け
た
啓
発
活
動
な
ど
、
ご
み
問
題
に
つ
い

て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。
今
年
度
は
、

例
年
行
っ
て
い
る
活
動
の
他
、
カ
ラ
ス
対
策
で
黄
色

い
ご
み
袋
の
試
験
調
査
や
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
ご
み

の
標
語
を
募
集
し
看
板
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

第
57
回
県
体
兼
第
33
回
東
北
総
体
秋
田
県
予
選
登
山
競
技

 

第
57
回
県
民
体
育
大
会
兼
第
33
回
東
北
総
合
体
育

大
会
秋
田
県
予
選
登
山
競
技
が
６
月
24
・
25
日
に
森

吉
山
と
秋
田
市
八
橋
運
動
公
園
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー

ル
を
会
場
に
行
わ
れ
、
少
年
男
子
、
女
子
合
わ
せ
て

14
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
東
北
総
合
体
育
大
会
へ
の
出

場
権
を
か
け
て
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

縦
走
競
技
は
、
平
成
19
年
に
開
催
さ
れ
る
秋
田
わ

か
杉
国
体
と
同
じ
森
吉
ス
キ
ー
場
の
コ
ー
ス
を
使
用

し
て
行
わ
れ
、
参
加
し
た
高
校
生
39
人
は
、
急
な
勾

配
の
コ
ー
ス
に
苦
し
い
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
一

生
懸
命
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

少
年
男
子
は
、
大
曲
高
校
Ａ
が
、
少
年
女
子
は
、

大
曲
高
校
Ｇ
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

秋
田
わ
か
杉
国
体
を
目
指
し
て

多
く
の
人
々
を
魅
了

　

初
夏
を
彩
る
阿
仁
の
花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
が
、
７
月

２
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
紫
や
白
、
ピ
ン
ク
な
ど
色
と

り
ど
り
に
咲
き
揃
っ
た
１
３
０
種
１
０
０
万
本
の
花

菖
蒲
が
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
雨
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
が
し
ょ
う
ぶ
園

入
り
口
で
は
市
観
光
協
会
副
会
長
な
ど
関
係
者
に
よ
っ

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
家
族
連

れ
な
ど
沢
山
の
人
が
訪
れ
、
よ
う
や
く
咲
き
始
め
た

早
生
種
の
紫
色
の
（
古
都
の
夕
日
）
桃
色
の
（
猿
踊
）

白
の
（
富
士
川
）
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

期
間
中
は
土
・
日
を
中
心
に
歌
謡
シ
ョ
ー
や
お
笑

い
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
今
年

も
大
勢
の
入
場
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

阿
仁
の
花
し
ょ
う
ぶ
祭
り

ごみ減量化と適正処理について話し合われた総会色彩豊かな花が来場者を迎える菖蒲園

楽しい講座となったフラダンス教室景勝地再生へ作業するボランティア

重りの入ったリュックを背負いゴールを目指す選手
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懐かしのメロディーを合唱

第８回「思い出の歌喫茶ひまわり」

　７月２日、中央公民館ホールを会場に第８回「思

い出の歌喫茶ひまわり」が開催されました。

　この日はあいにくの雨模様でしたが実行委員を

はじめ、自主サークルの会員など約１００人が集

まりました。

　参加したみなさんは実行委員（お茶・お菓子部門）

手づくりのお菓子を味わいながら、実行委員の伴

奏に合わせて思い出の歌約 20 曲を合唱し、歌声が

会場いっぱいに響き渡りました。

　また、会の途中では、参加者全員によるレクダ

ンスがおこなわれ、みんなが輪になって踊り、楽

しく有意義な時間を過ごしました。

「自分だけの作品」をアレンジ

中央公民館定期講座

　

６
月
18
日
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
倶
楽
部
の
第
１
回
目
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

鷹
巣
農
林
高
校
の
農
園
を
お
借
り
し
、
松
岡
誠
三
さ
ん
を

講
師
に
21
人
の
受
講
生
が
、
今
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

始
め
に
１
時
間
程
基
本
的
な
生
育
方
法
に
つ
い
て
の
説

明
を
い
た
だ
い
た
後
に
、
実
際
に
ハ
ウ
ス

の
中
で
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
、

土
の
扱
い
方
か
ら
植
え
付
け
ま

で
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
講

座
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

な
ら
で
は
の
「
作
品
」
を

仕
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
種
類
の

花
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く

と
と
も
に
、
知
識
や
技
術

の
上
達
も
目
指
し
な
が
ら
活

動
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANAB I　NO　H IROBA

▲土の扱い方から植付けまでを学んだ定期講座「ガ

ーデニング倶楽部」

▲谷川俊太郎などの作品を鑑賞した講座「現

代詩」。創作にもチャレンジする予定です。

▲茶菓をたしなみながら約２０曲を合唱した「思

いでの喫茶ひまわり」。途中ではレクダンスも。

思いを込めて詩を鑑賞

中央公民館定期講座（現代詩）

　６月 26 日、亀谷健樹さんを講師に迎え、現代詩の

第１回目講座が開催されました。

　25 人の受講生は、毎月の課題を資料に沿って勉強

していくこととしています。

　この日は谷川俊太郎の作品「朝のリレー」、「死ん

だ男の残したものは」「渇き」、「夕焼け」、「あかんぼ

がいる」、「魂のいちばんおいしいところ」をみんな

で思いにひたりながら鑑賞しました。

　この講座は来年２月までとなっていますが、教室

の中ばかりではなく、屋外でお茶を味わいながら詩

を鑑賞してみようという計画もあります。

　

こ
の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
し
た
市
民
プ
ー
ル
で
は
、「
ビ

ギ
ナ
ー
ス
イ
ム
」
や
「
リ
ハ
ビ
リ
コ
ー
ス
」
な
ど
初

心
者
の
方
を
対
象
と
し
た
各
種
の
講
習
会
が
開
か
れ

て
い
ま
す
が
、
６
月
26
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
は
、

シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
な
ど
簡
単
な
潜
水
具
を
使
っ
て
水
の

中
を
散
歩
す
る
「
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
」
の
講
習
会

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
５
人
。
講
師
は
全
日
本
潜
水
連
盟
理
事

で
も
あ
る
岸
部
市
長
と
、
プ
ー
ル
潜
水
コ
ー
チ
の
皆

さ
ん
。
講
習
は
、
基
礎
知
識
や
用
具
の
使
い
方
を
学

ぶ
講
義
と
、
実
際
に
プ
ー
ル
で
行
う
実
技
と
の
５
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
方
式
で
行
わ
れ
、
受
講
者
は
初
め
て

聞
く
ダ
イ
ビ
ン
グ
用
語
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
熱
心
に

受
講
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
プ
ー
ル
を
活
用
し
た
各
種
の
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、

海
の
旅
へ
と
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

期
　

日

会
　

場

集
合
受
付

交
　

通

バ
ス
時
刻

募
集
内
容

募
集
期
限

応
募
対
象

応
募
方
法

応
募
用
紙

応

募

先

表　
　

彰

そ

の

他

平
成
18
年
７
月
22
日
（
土
）

向
様
田
Ａ
遺
跡
・
漆
下
遺
跡

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
「
四
季
美
館
」

四
季
美
館
〜
見
学
会
会
場
間
は
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

※
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
バ
ス
時
刻
に

　

合
わ
せ
、
四
季
美
館
前
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

１
回
目
出
発　

10
時
00
分

２
回
目
出
発　

12
時
45
分

３
回
目
出
発　

14
時
50
分

家
庭
や
地
域
で
の
子
育
て
に
ま
つ
わ
る
情

景
や
思
い
や
家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

平
成
18
年
８
月
31
日
（
木
）

秋
田
県
民
（
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
）

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
（
一
人
３
点
ま

で
未
発
表
作
）

教
育
委
員
会
、
各
公
民
館
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
（
募
集
要
項
と
も
）。

秋
田
県
婦
人
会
館

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
係
」

入
賞
者
に
は
賞
状
と
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
習
会

▲ちょっとしたコツを覚えるだけ
で快適に水中散歩ができるように
なります（スキンダイビング講習会）。

年
中
行
事
「
年
祝
い
」
を
紹
介

書
籍
「
昭
和
の
暮
ら
し
７
・
人
生
儀
礼
」

　

こ
の
ほ
ど
、(

社
）
農
山
漁
村
文
化
協
会
か
ら
発
刊
さ
れ

た
書
籍
「
写
真
も
の
が
た
り　

昭
和
の
暮
ら
し
７
・
人
生

儀
礼
（
須
藤
功
著
）」
で
、
当
地
方
で
旧
正
月
に
行
わ
れ
て

い
る
年
祝
い
行
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

著
者
・
須
藤
功
氏
は
横
手
市
生
ま
れ
。
民
俗
学
写
真
家

と
し
て
知
ら
れ
、
誕
生
か
ら
葬
式
ま
で
の
儀
式
な
ど
庶
民

の
生
活
史
全
般
に
わ
た
り
取
材
・
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。

　

取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
今
年
２
月
１
日
に
行
わ
れ
た

鷹
巣
神
社
と
米
内
沢
神
社
の
厄
払
い
祈
願
行
事
。
鷹
巣
神

社
で
は
、
丸
髷
に
留
袖
姿
で
祈
祷
を
受
け
て
い
る
厄
払
い

の
女
性
、
米
内
沢
神
社
で
は
、
女
性
と
男
性
が
一
緒
に
祈

祷
を
受
け
て
い
る
姿
や
女
性
が
男
性
に
お
神
酒
を
注
い
で

い
る
場
面
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
は
市
で
提
供
）。

　

同
協
会
出
版
事
業
セ
ン
タ
ー
書
籍
編
集
部
で
は
、「
昔
な

が
ら
の
様
式
で
行
わ
れ
て
い
る
年
中
行
事
は
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
の
須
藤
さ
ん
も
北
秋
田
市

の
年
祝
い
行
事
に
関

心
を
持
た
れ
た
よ
う

で
す
」
と
、
取
り
上

げ
ら
れ
た
い
き
さ
つ

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

書
籍
は
Ａ
Ｂ
版
全

２
４
０
ペ
ー
ジ
。
市

立
鷹
巣
図
書
館
で
も

ご
覧
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▲当地方の厄払い祈願行事が
取り上げられている書籍「昭
和の暮らし７・人生儀礼」

あ
な
た
も
水
中
散
歩
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

作
品
募
集

秋
田
県
フ
ァ
ミ
リ
ー
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

見
学
会

森
吉
山
ダ
ム
関
係
遺
跡
見
学
会

文化
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市　

長　

日　

誌

市　

長　

日　

誌

６/16

６/30
〜

16
日
（
金
）

20
日
（
火
）

　
　

　
　

�　
　
　
　

�

23
日
（
金
）

　
　
　
　

�

24
日
（
土
）

25
日
（
日
）

26
日
（
月
）

　
　
　
　

�

27
日
（
火
）

28
日
（
水
）

29
日
（
木
）

　
　
　
　

�

30
日
（
金
）

第
５
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

第
５
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
産
業
建
設
常
任
委
員
会

へ
出
席

元
鷹
巣
町
議
今
野
實
氏
叙
勲
伝
達
式
に
出
席

一
般
国
道
１
０
３
号
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
の
監
査

を
実
施

第
５
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

北
秋
田
市
監
査
委
員
へ
選
任
書
を
交
付

今
泉
地
区
植
樹
祭
へ
参
加

第
２
回
北
秋
田
市
長
杯
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
開
会
式
へ
出

席佐
藤
繁
子
氏
「
叙
勲
受
章
祝
賀
会
」
へ
出
席

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
第
22
回
定
時
株
主
総
会
に
出
席

ダ
イ
ビ
ン
グ
講
習
会
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
参

加
（
６
月
26
日
〜
７
月
１
日
）

北
秋
田
市
民
病
院（
仮
称
）第
４
回
建
設
委
員
会
に
出
席

第
１
回
北
秋
田
市
障
害
者
計
画
策
定
委
員
会
へ
出
席

定
例
記
者
会
見
を
開
催

ご
み
を
活
か
す
合
川
地
区
市
民
会
議
総
会
に
出
席

北
秋
田
市
自
衛
隊
父
兄
会
・
協
力
会
総
会
に
出
席

人

事

異

動
派
遣
（
総
務
部
付
）

市
長
部
局

　

市
で
は
、
７
月
１
日
付
け
で
機
構
改
革
に
伴
う
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

機
構
改
革
で
は
、
鷹
巣
支
所
の
廃
止
に
伴
い
、
同
支
所
市
民
生
活
課
が
市
民
生
活
部
生
活
環

境
課
・
保
険
課
、
産
業
課
が
産
業
部
農
林
課
、
建
設
課
が
建
設
部
建
設
課
に
編
入
、
合
川
、
森

吉
、
阿
仁
の
３
支
所
の
市
民
生
活
課
と
総
合
福
祉
課
が
統
合
し
て
市
民
福
祉
課
と
な
っ
た
ほ
か
、

企
画
部
総
合
政
策
課
に
内
陸
線
再
生
支
援
室
、
産
業
部
商
工
観
光
課
に
市
街
地
活
性
化
対
策
室

が
新
設
さ
れ
、
企
業
誘
致
対
策
室
が
総
合
政
策
課
か
ら
商
工
観
光
課
に
企
業
誘
致
推
進
室
と
し

て
移
管
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

農
業
委
員
会

消
防
本
部

退　

職
（
６
月
30
日
付
）

【
企
画
部
】　

部
長　

畠
山
勇
悦

﹇
総
合
政
策
課
﹈
▽
課
長
＝
寺
田
茂
信
﹇
内
陸
線
再

生
支
援
室
﹈
▽
主
幹
＝
三
上
純
治
▽
主
査
＝
鈴
木
孝

光
﹇
財
政
課
﹈
▽
主
査
＝
高
橋
晃

【
総
務
部
】
﹇
総
務
課
﹈
▽
主
査
＝
北
林
靖
人
﹇
管

財
課
﹈
▽
技
能
員
＝
工
藤
孝
清

【
市
民
生
活
部
】
﹇
保
険
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
鈴
木
厚

子
▽
主
査
＝
成
田
則
和
▽
主
査
＝
中
島
礼
美
﹇
生
活

環
境
課
﹈
▽
主
査
＝
畠
山
孝
秀
▽
主
任
＝
津
谷
尚
志

【
産
業
部
】　

部
長　

吉
田
茂

﹇
商
工
観
光
課
・
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
室
﹈
▽

主
幹
＝
佐
藤
速
夫
▽
副
主
幹
＝
小
笠
原
吉
明
﹇
商
工

観
光
課
・
企
業
誘
致
推
進
室
﹈
▽
主
幹
＝
斎
藤
彦
志

﹇
農
林
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
仲
谷
茂
好
、
佐
藤
一
博
、

長
岐
正
美
▽
主
査
＝
小
塚
重
光
▽
主
任
＝
三
澤
真
人
、

淡
路
純
子

【
建
設
部
】
﹇
建
設
課
﹈
▽
課
長
＝
鈴
木
政
志
▽
副

主
幹
＝
佐
藤
浩
、
千
葉
公
昭
、
福
岡
正
治
、
中
嶋
正

広
▽
主
査
＝
金
澤
聡
志
、
日
下
部
公
信
、
畠
山
裕
尚

▽
主
任
＝
久
留
嶋
喜
経
▽
主
事
＝
白
渡
恭
兵
﹇
都
市

計
画
課
﹈
▽
主
査
＝
福
原
稲
子
▽
主
任
＝
佐
藤
敦

【
福
祉
事
務
所
】　

所
長　

成
田
譲

﹇
福
祉
課
﹈
▽
課
長
＝
金
田
悦
子

【
合
川
支
所
】
﹇
企
画
総
務
課
﹈
▽
課
長
＝
疋
田
栄

作
▽
主
査
＝
鈴
木
政
行
﹇
産
業
建
設
課
﹈
▽
副
主
幹

＝
金
田
清
市

【
森
吉
支
所
】
﹇
企
画
総
務
課
﹈
▽
課
長
＝
赤
石
光
悦

▽
主
査
＝
柴
田
亨
﹇
産
業
建
設
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
杉
渕

清
純
﹇
市
民
福
祉
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
佐
藤
ま
り
子

【
阿
仁
支
所
】　

支
所
長　

田
口
惣
一

﹇
市
民
福
祉
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
藤
野
義
則
﹇
産
業
建

設
課
﹈
▽
主
査
＝
石
川
智
也

▽
教
育
次
長
＝
安
部
貞
一

﹇
生
涯
学
習
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
畠
山
雅
任
﹇
国
体
推

進
室
﹈
▽
副
主
幹
＝
佐
々
木
徹
▽
主
任
＝
高
橋
浩
二
、

片
岡
洋
一

▽
消
防
長
＝
近
藤
文
廣

▽
主
幹
＝
村
上
直
志

﹇
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
﹈
▽
主
幹
＝
野
呂
勉

▽
村
上
儀
平

※
支
所
の
課
の
統
合
に

伴
う
も
の
は
除
く

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
以
下
、
都
市
マ
ス
）
と
は
、
北

秋
田
市
の
都
市
計
画
に
関
し
て
将

来
像
を
示
す
、
ま
ち
づ
く
り
の
長

期
的
な
計
画
で
す
。

「
都
市
計
画
」
と
は
土
地
の
利
用

方
法
や
、
道
路･

公
園･

下
水
道
と

い
っ
た
都
市
施
設
を
ど
の
よ
う
に

作
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
計

画
で
す
。

　

今
ま
で
の
都
市
計
画
は
、
内
容

や
作
成
の
手
続
き
な
ど
を
法
律
で

細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

都
市
マ
ス
で
は
、
市
の
創
意
工

夫
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
生
活
者
で
あ
る

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
一
緒
に
計
画
を
創
り
あ
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　

（
市
民
１
３
０
０
人
を
対
象
）

２　

地
区
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

（
旧
町
の
各
地
区
で
開
催
）

　

市
民
の
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
に
、
７
月
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

実
現
性
あ
る
計
画
と
し
て
い
く
た

め
、
率
直
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
「
北
秋
田
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
あ
た

り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
る
場
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

対　
　

象　

北
秋
田
市
民
ま
た
は

市
内
に
勤
務
・
通
学
者
で
ま
ち
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
人

開
催
回
数　

８
月
か
ら
平
成
19
年

３
月
に
か
け
て
、
土
日
の
日
中
も

し
く
は
平
日
の
夜
に
４
回
程
度
開

催
す
る
予
定
で
す
。

申
込
方
法　

電
話
、
は
が
き
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別

・
連
絡
先
の
電
話
番
号
と
職
業
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

７
月
20
日
（
木
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
１
８-
３
３
１
５

北
秋
田
市
宮
前
町
４-

15

北
秋
田
市
役
所
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　

62-

６
６
４
１

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
60-

０
０
６
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

to
s
h

i@
c

ity
.k

ita
a

k
ita

.

a
k

ita
.jp

北
秋
田
市
の
将
来
像
を
示
す
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

『
北
秋
田
市
都
市
計
画

　
　
　
　
　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
　

を
作
成
し
ま
す
！

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

　
　
　

プ
ラ
ン
っ
て
？

行
政
と
市
民
協
働
の

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
！

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

　
　
　

実
施
し
ま
す
！

鷹巣支所を廃止し本所機能へ

　花の美しさは人々の心に潤いを与え、花や木を慈

しむ心を通じ「思いやりの心」を育てます。こうし

た花と緑に囲まれた快適な生活環境を、学校、地域、

職場、家庭等により一層普及させるために、「全県

花だんコンクール」を実施します。

申込期限　団体の部　８月４日（金）まで、

　　　　　家庭の部　８月25日（金）まで

申込用紙は中央公民館にあります。（写真５枚添付）

参加対象

[団体の部]

幼稚園、保育所、学校部門、道路花だん部門、自治

会・町内会部門、子供会部門、企業・施設部門、婦

人会・老人クラブ部門

[家庭の部]

家族で作っている花だんを対象とします。

審査方法　９月上旬～中旬頃にすべての応募団体を

　　　　　現地審査し、11月上旬に表彰を行います。

　　　　　なお、家庭の部は書類・写真審査のみと

　　　　　なります。

　花の美しさは、人の心に潤いを与え花いっぱいの

輪は、なごやかな生活と明るい社会を築く上に、大

きな役割を果しています。このような観点から、花

いっぱい運動の拡大を図るため、花だんを共同で育

成している団体やグループ、職場、地域及び家庭を

対象に花だんコンクールを実施します。

募集対象　①各種団体②職場③地域町内会④家庭

応募方法　申込用紙は中央公民館にあります。

申込期限　７月28日（金）

審査表彰　９月上旬に巡回審査､表彰式は10月下旬

　　　　　に行います。

秋田県花だんコンクール

市花だんコンクール

◎申し込み・お問い合わせ　　北秋田市中央公民館　　６２－１１３０

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

メ
ン
バ
ー
の
募
集
中
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６
月
１
日
か
ら
プ
ラ

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て

い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
（
以
下
「
プ

ラ
製
容
器
包
装
」
）
の
リ
サ
イ
ク
ル

分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
分
別
の

区
分
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
分
別
の
区
分
が
変
更
に
な
っ
て

か
ら
日
が
浅
い
せ
い
か
、
ご
み
の
出
し
方
に

慣
れ
て
い
な
い
方
が
多
く
、
プ
ラ
製
容
器
包

装
ご
み
が
適
正
に
分
別
さ
れ
ず
残
さ
れ
て
い

る
集
積
所
が
あ
り
ま
す
。

　

夏
場
に
差
し
掛
か
り
、
残
さ
れ
た
ご
み
が

放
置
さ
れ
て
い
る
と
、
匂
い
が
気
に
な
っ
て

く
る
な
ど
、
生
活
衛
生
上
好
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
以
下
の
点
に
注
意
し
な
が
ら
、

も
う
一
度
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
出
し
方
一

覧
表
」
、
各
地
区
に
配
ら
れ
て
い
る
ご
み
の

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
広
報
に
目
を
通
し
て
、

適
正
な
ご
み
出
し
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　　

以
下
の
点
に
注
意
し
て
出
せ
ば
、
プ
ラ
製

容
器
包
装
ご
み
は
回
収
し
ま
す
。

①
ご
み
袋
の
中
を
確
認
で
き
る
よ
う
、
袋
を

二
重
に
し
て
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
で
配
ら
れ
る
レ

ジ
袋
に
プ
ラ
製
容
器

包
装
ご
み
を
入
れ
て
、

そ
れ
を
更
に
燃
や
せ

な
い
ご
み
の
袋
に
入

れ
て
出
す
と
、
ご
み

袋
の
中
身
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
出
来
る
も
の
な

の
か
確
認
出
来
な
い
の
で
、
袋
を
二
重
に
し

て
プ
ラ
製
容
器
包
装
ご
み
を
出
す
こ
と
は
、

ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

②
ボ
ト
ル
類
の
容
器
は
、
ふ
た
（
シ
ャ
ン
プ

ー
容
器
に
つ
い
て
い
る
ポ
ン
プ
式
の
ふ
た
も

含
み
ま
す
）
を
外
し
た
状
態
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ふ
た
も
プ
ラ
マ
ー
ク
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
プ
ラ
製
容
器
包
装
ご
み
に

な
り
ま
す
。

③
食
べ
か
す
等
の
固
形
物
や
ス
ー
プ
等
に
よ

り
付
着
し
た
色
を
容
器
か
ら
洗
い
落
と
し（
水

洗
い
で
結
構
で
す
）
、
そ
の
後
水
分
を
十
分

に
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
汚
れ
は
ふ

き
ん
な
ど
で
ふ
き
取
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
）

　

６
月
か
ら
の
ご
み
の
分
別
変
更
で
、

「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
は
「
金
属
類
・
危

険
な
も
の
」
だ
け
に
な
り
、
そ
の
他
は
、

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
資
源
ご
み
」
だ

け
に
分
類
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
！

④
次
の
よ
う
に
水
洗
い
し
に
く
い
も
の
、
中

の
固
形
物
や
ス
ー
プ
等
に
よ
り
付
着
し
た
色

を
取
り
除
き
に
く
い
も
の
は
「
燃
や
せ
る
ご

み
」
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
歯
磨
き
粉
容
器
の
よ
う
に

チ
ュ
ー
ブ
状
に
な
っ
て
い
る
も
の

◆
レ
ト
ル
ト
（
調
理
済
み
）
食
品
の
袋
、
食

品
や
多
く
の
油
が
付
着
し
た
ラ
ッ
プ
類

◆
ソ
ー
ス
や
た
れ
（
調
味
料
や
か
や
く
）
の

入
っ
て
い
る
小
袋

◆
中
身
と
容
器
を
分
離
す
る
こ
と
が
困
難
な

も
の
（
例
：
接
着
剤
、
の
り
の
容
器
な

ど
）

◆
水
洗
い
を
し
て
も
、
ス
ー
プ
等
に
よ
り
付

着
し
た
色
が
取
れ
に
く
い
も
の
（
例
：
カ

レ
ー
風
味
な
ど
香
辛
料
が
入
っ
た
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
容
器
）

⑤
「
白
色
ト
レ
イ
」
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の

回
収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
白
色
ト
レ
イ
に
も
プ
ラ
マ
ー
ク
は
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
分
別
区
分
が
違
い

ま
す
）

　

プ
ラ
製
容
器
包
装
に
出
し
て
い
い
の
か
分

別
の
判
断
に
迷
う
ご
み
は
、
「
燃
や
せ
る
ご

み
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
い
う
ご
み
の
出
し
方
を

す
れ
ば
、
残
さ
れ
な
い
の
？

プ
ラ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
な
く
、
分
別
の
判

断
に
迷
う
ご
み
は
い
つ
出
せ
ば
い
い
の
？

　

プ
ラ
製
容
器
包
装
ご
み
を
出

す
と
き
は
、
透
明
な
指
定
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　しっかりとごみの分別がされた他人のごみ袋の

中に、スーパーやコンビニのレジ袋など指定袋と

は違う袋にごみ詰めしたものを、混入している心

ない方がいるようです。

　自分に非がないのにごみ集積所にごみが残され

ることは、精神的にとても嫌なものです。

　相手がされて嫌なことは、おそらく自分がされ

ても嫌なことです。

　良識あるごみの排出にご協力願います。

　ごみ袋に名前が書かれていないと、もしそのご

み袋が収集されなかった場合は、そのごみ袋の処

理に近所の方々が大変苦労することになります。

　中には、思い悩んだ挙句、致し方なくごみ袋を

開けて中身を確認することも有りえますので、ご

みを出される際は、良好な地域の人間関係を維持

していくためにも、ごみ袋への名前の記入をお願

いします。

　10月からは名前（フルネーム）が書かれていな

いごみ袋は収集しません。

絶対やめてください世帯主の名前を必ず記入してください

　市では、ごみの分け方出し方の説明会を開催したい自治会・団体に、市役所担当職員が説明に伺いますので、

希望される場合は、事前に各支所市民福祉課・生活環境課にご連絡ください。

ごみの分け方出し方の説明会を開催したい自治会・団体の皆さんへ！

　秋田県及び社団法人秋田被害者支援センターでは、

「秋田被害者支援運動」を今年の４月から実施して

おります。その一環として、①被害者支援のための

メッセージ（35字以内とします）②秋田被害者支援

運動の愛称、を広く県民から募集します。

①募集期限　９月29日（金）まで　

②応募資格　県内在住の小学生以上

③送付先及び問い合わせ先

　〒010－0951　秋田市山王４－１－５

　秋田県警察本部警務課犯罪被害者対策室

　 0 1 8 － 8 6 3 － 1 1 1 1

　又は秋田県生活環境文化部県民文化政策課企画班

　 0 1 8 － 8 6 0 － 1 5 1 3 ・ 1 5 6 0

　昨年県内で発生した交通事故で、シートベルトを

着用しておらず後ろ座席に乗っていた方の死亡事故

も確認されております。

　車を利用される皆さん、シートベルトは運転手席

や助手席の方だけでなく、後ろ座席での着用も、自

分の命を守るために大切な習慣ですので、確実な着

用をよろしくお願いします。

　犯罪が起こりにくいまちづくり、災害への対策を

進めるために地域住民団体が行う「安全・安心まち

づくり」活動に対して、助成金を交付する制度です。

対象団体　町内会、ＰＴＡ、老人クラブ、ボランテ

　　　　　ィア団体等

対象活動　地域安全パトロールなど子どもの見守り

　　　　　活動を主とした活動

申請期限　７月24日（消印有効）

※申請等、詳しいお問い合わせ

　秋田県生活環境文化部県民文化政策課

　安全・安心まちづくりチーム　　018－860－1522～3

後部座席に乗ってもシートベルトを着用しましょう！

平成18年度「安全・安心まちづくり活動支援助成金」を追加募集します！

犯罪被害者等への応援メッセージ等を募集します！

北秋田市の家庭からのゴミが処理されているクリーンリサイクルセンター
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公 民 館

文化会館

スポーツ

日　時　８月２、４、７、11、18日の５回

　　　　10：00～11：00

場　所　北秋田市中央公民館　対　象　小学生

定　員　15名　参加費　１回100円（お菓子代）

申込み　７月26日（水）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市中央公民館� 　　 　６２－１１３０

日　時　７月18日（火）10：00～15：00※一足仕上げまで

場　所　阿仁公民館（ふるさと文化センター）

定　員　12名　受講料　2,200円（材料費）

※お昼をはさむので昼食は持参してください

◎申し込み・お問い合わせ

　　　阿仁公民館　　　　　　　　　　８２－２２２０

　

日　時　７月29日(土)　10：00～11：30

場　所　北秋田市中央公民館　大教室

対　象　どなたでもお気軽にご参加ください。参加費は無料

申込み　７月27日(木)まで

講　師　ＪＡ秋田やまもと　　泉　牧子さん

◎申し込み・お問い合わせ

　　北秋田市中央公民館　　62-1130・FAX62-1669

お知らせ
こども茶の湯体験教室

平成20年春季開催

第59回 全国植樹祭

会場　北秋田市「北欧の杜公園」

「畑の学校」生徒募集 北秋田市中央公民館　　６２－１１３０

【７月のロビー展】パッチワーク花みずきグループ

７・19（水）パン作り講座　　　　　 　　9:30～13:00

　　22（土）縄文土器づくり講座　　　　13:30～16:30

　　　　　　◆縄文時代の方法で土器を作ってみよう !

　　29（土）家庭教育講座　　      � 10:00～11:30

　　　　　　◆子供にとっての安全な食品について

合　川　公　民　館　　７８－２１１４

【ロビー展】合川水墨会（24日まで）　　　　　　

７・21（金）郷土料理講座　　　　　 　 10:00～12:00

　　22（土）ガーデニング教室　　　 　　9:30～12:00

　　27（木）童謡を歌う会　　　　　 　 10:00～11:30

森　吉　公　民　館　　７２－３２５９

【サロン展】森吉公民館写真展（～31日）

７・19（水）老壮婦人大学移動研修　　 10:00～15:00

　　　　　　アンジェラの超簡単な国際料理教室

　　　　　　　　　 ①10:00～13:00　 ②18:00～21:00

　　21（金）絵手紙教室　　　　　　　 10:00～12:00

　　　　　　ガーデニング教室　　　　 14:00～15:30

　　　　　　健康ヨガ教室　　　　　　　19:00～21:00

　　28（金）「ありがとう！"アンジェラ"」

　　　　 　　お別れパーティー　　　　 18:30～20:30

阿　仁　公　民　館　　８２－２２２０

【ロビー展】土器（上岱Ｉ遺跡）

７・18（火）「布ぞうり」講座　　 　　 10:00～15:00

　　19（水）生き活き大学　　　　 　 �　8:50～12:20

７・17（月）映画「ドラえもん」・「ワンピース」

　　　　　　一　般1,500円（割引1,300円）

　　　　　　学　生1,200円（割引1,000円）

　　　　　　小学生1,000円（割引　800円）

①10:00～　②13:30～

　　18（火）映画「明日の記憶」料金は前日と同じ

①14:00～　②16:30～　③19:00～

８・５（土）村上敏明テノールリサイタル　　18:30～

　　　　　　前売券：一般2,500円（当日3,000円）

　　　　　　中高生1,000円（当日同）小学生以下無料

　　15（火）北秋田市成人式

　　19（土）おはなしでてこい　　　　　　　14:00～

７・16（日）・23（日）・30（日）第52回鷹巣地区

　　　　　　職場対抗野球� 　　　中央公園野球場

　　17（月）第２回北秋田市長杯ユニカール大会 鷹巣体育館

　　19（水）スポーツレクリエーション大会　　 鷹巣体育館

　　23（日）第７回一般男子ソフトボール選手権大会

河川緑地野球・ソフトボール場

　　24（月）～26（水）ＪＡ学童野球大会予選 森吉球場

　　29（土）・30（日）小・中学校招待バスケット

　　　　　　ボール大会　　　　　　　 　 合川体育館

　　30（日）第14回東日本選抜北秋田予選（野球） 中央公園野球場

募　　集お知らせ

　ほ場を介して安全・安心・環境に配慮した栽培や農

産物の活用について交流し理解を深めるため、生徒に

なってくれる方々を募集します。

開催日　７月18日～11月まで　月２回程度

場　所　米内沢字上野108-1

◎申し込み・お問い合わせ

　　　森吉支所産業建設課� 　　　　７２－３１１４

日　時　８月14日（月）スタート午前７時(30分前集合)

場　所　秋田北空港クラシックゴルフ倶楽部

プレー料金　7,840円　(セルフ)※プレー代は各自支払

　　　　　 10,360円（キャデー付）　

親睦会　阿仁山村開発センター(プレー終了後)

会　費　3,000円(懇親会、商品代として)

申込み　７月28日（金）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　阿仁支所企画総務課� 　　　　８２－２１１１ 

日　時　７月31日（月）　13：30～15:30

場　所　北秋田市合川公民館（体育館隣り）

内　容　講演「うつ病の理解と対応について」

　　　　－こころ優しい地域をめざして―

　　　　講師　秋田県精神保健福祉センター所長　伏見雅人氏

申込先　７月25日（火）まで各保健センターへ（各地

　　　　区からバスの送迎あり）

＊４回シリーズ（２回目阿仁地区、３回目鷹巣地区、

　４回目森吉地区）です。

夏のアドベンチャー

巡回教育相談を実施します

児童扶養手当・特別児童扶養手当について

平成19年開催　君のハートよ位置につけ

秋田わか杉国体
北秋田市は、バレーボール、フェンシング

山岳、アーチェリーの会場です

手作り布ぞうり～夏にぴったりです～

家庭教育講座『子供にとっての安全な食品について』

毎週水曜日は休館日です。月曜日～日曜日までの

営業時間は10：00～21：00までです。

◎お問い合わせ　北秋田市民プール　　６２－５００１

北秋田市民プールの営業時間のお知らせ

東京圏あに会親睦ゴルフ大会

お知らせ

子育てサークル　時間10：00～11：30
（キッズパークは11：40、ひなたぼっこの会は10：00～11：00）

サークル名

キッズ・パーク

めだか教室

ひなたぼっこの会

日にち

４日

３日

３日

９日

会　場

北秋田市保健センター

森吉保健センター

大阿仁保育園阿

阿仁合保育園

内　容

お誕生会

１日保育園

すいか割

　　〃

心の健康づくり講座①

日　程　８月５日（土）～７日（月）

場　所　大館少年自然の家・田代岳

対　象　小学３年生～中学３年生まで　　定員　40名

内　容　テント泊、登山、カヌー、川遊び、野外炊飯

　　　　天体観測、想い出の工作作り　など

参加料　3,500円（食事・保険料代）

申込み　７月21日（金）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　大館少年自然の家　　　　０１８６－４３－３１７４

　来年度新たに小学校や幼稚園に入学・入園する子ど

も、また既に就学・就園している子どもの発達や気に

なる行動への対応、就学などについて、主に保護者を

対象とした教育相談を行います。

日　時　７月22日（土）　10：00～15：00

会　場　鷹巣小学校

◎申し込み・お問い合わせ

　北教育事務所　62-1217　市教育委員会　62-6617

面接日

　鷹巣地区　８月16日（水）・17日（木）・18日（金）

　合川・森吉・阿仁地区

　　　　　　８月17日（木）・18日（金）

場　所　居住地区の市役所か支所

時　間　９：00～18：30まで

※１月２日以降に北秋田市へ転入された方は、所得証

明と戸籍謄本が必要となります

その他　該当者には市から通知をしますが、通知が届

　　　　かない場合、また、上記日程で都合のつかな

　　　　い方はご連絡をください。

◎お問い合わせ　　福祉課　　６２－１１１３

� � � 　　 または各支所市民福祉課

第22回北秋田市民陸上競技選手権大会

むし歯のない子（３歳児健診）
鷹巣会場　６月13日

内山けんごちゃん（向黒沢）　　三沢そうきちゃん（材木町）

畠山しょうたちゃん（材木町）　桜庭りんちゃん　（綴子下町）

長谷川あんりちゃん（太田）　　布田まおちゃん　（品類）

笹代ことりちゃん（舟場）　　　久保田ゆうすけちゃん（舟見町）

成田そうしちゃん（舟場）　　　芳賀はるひちゃん（材木町）

大里つばさちゃん（宮前町）　　高橋はつきちゃん（綴子上町）

一柳ゆうとちゃん（旭町）　　　本城谷ゆきのちゃん（小摩当）

大山みゆうちゃん（あけぼの町）　長崎ゆうとちゃん（緑ヶ丘）

熊谷きょうすけちゃん（前山）　蛯名ゆりこちゃん（あけぼの町）

片山ゆうきちゃん（新屋敷町）　西嶋せなちゃん　（米代町）

木村りなちゃん　（林岱）

～これからも歯はたいせつに～

日　時　８月５日（土）　受付15：00～16：00

場　所　鷹巣陸上競技場　申込み　７月28日（金）

参加料　小・中・高校生500円　一般1,000円

◎お問い合わせ　　中嶋　司　　　　６２－０６７４

Information　お知らせ Information　お知らせ

テーマ「手をつなごう 森と水とわたしたち」

植樹祭シンボルマーク
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○
応
急
の
診
察
を
要
す
る
人
。

○
往
診
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

○
仕
事
や
職
場
の
都
合
で
夜
間
診

　

療
を
受
け
る
場
合
は
、
診
療
に

応
じ
か
ね
ま
す
。

※
年
齢
・
病
気
の
病
状
に
か
か
わ

　

ら
ず
当
番
医
に
電
話
等
で
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

国民年金保険料の免除制度が変わります　～「３種類の保険料一部納付（免除）制度」が平成18年７月からスタート～

（午後６：３０～９：００）

日

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

曜

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

電話番号

62－1101

62－2882

62－1267

63－0105

63－0515

62－2261

62－1155

62－1455

78－3338

62－1455

82－2351

60－1055

63－2700

78－3161

62－1400

62－1146

医 療 機 関 名

盛 岡 外 科 医 院

藤 原 医 院

と し ま 医 院

佐々木産婦人科医院

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

津 谷 内 科

近 藤 医 院

北 秋 中 央 病 院

疋 田 外 科 内 科 医 院

北 秋 中 央 病 院

阿 仁 病 院

う え だ ク リ ニ ッ ク

たむら内科クリニック

国民健康保険合川診療所

石川耳鼻咽喉科医院

奈 良 医 院

６月16日～30日届出分

お誕生おめでとう
　　　　ございます
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おくやみ申し上げます

永 井 昌 孝

　 橋 幸 子

ま さ た か

さ ち こ

　さん

　さん

坊沢上町

鹿 角 市 �（
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能登谷博美�

九 嶋 代 子 �

相 馬 　 一 �

中 島 義 雄 �

石 川 キ ヱ �

藤 嶋 キ ク �

　 橋 利 夫 �

伊 藤 ミ ヤ �

佐 藤 良 藏 �

小笠原和夫�

岩 澤 ト ミ �

若 松 一 男 �

松 橋 清 二 �

櫻 庭 ツ ネ �

平 川 周 悦 �

關　　克正�

鈴 木 雄 一 �

笠 原 ミ サ �

金　與三郎�

後藤熊太郎�

田 中 ユ ミ �

梅 井 武 藏 �

飛 沢 雄 次 �

土佐キヨノ�

横堀百合子�

西根　治郎�

齋 藤 英 一 �
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99
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坊沢上町

新舟見町

大 町

南 鷹 巣

糠 沢

松 葉 町

綴子上町

旭 町

坊沢深関

糠 沢

合川李岱

川 井

下 杉

川 井

合川李岱

上 杉

米 畑

松 山 町

本城荒町

新 丁

下 前 田

阿仁水無

阿仁水無

阿仁水無

元 町

阿仁幸屋

阿仁戸鳥内

お二人の前途を
　　　　祝福します

　市では９月の各地区での敬老式で、ダイヤモンド

婚・金婚のご夫婦をお祝いすることにしています。対

象者は次の期間に婚姻の届出をされた方々です。

ダイヤモンド婚　昭和21年１月１日～同年12月31日

金　　　　　婚　昭和31年１月１日～同年12月31日

申出期限　８月18日（金）まで

その他　個人情報保護のため申し出のない方について

は調査等を行いません。婚姻の届出日がわからない方

はお問い合わせ下さい。

◎申出・お問い合わせ　高齢者支援課　　６２－１１１２

　　　　　　　　　　　または各支所市民福祉課

日　時　８月１日（火）　10：00～12：00

場　所　ハチ公プラザ（大館市）

申込み　７月18日（火）まで

◎お問い合わせ　地域振興局地域企画課　　　６２－１２５１

お知らせ
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とくいち
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ダイヤモンド婚・金婚をお祝いします

　国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合は、「保険料

の全額免除制度」または「一部納付制度」をご利用ください。

　これまでの「全額免除」と「半額納付」に加え、新たに

「４分の１納付」と「４分の３納付」が加わり「全額免除制

度」と「３種類の一部納付制度」になります。

●保険料の一部納付制度に２種類が加わります

※全額免除または一部納付の対象となるためには、本人・配

偶者・世帯主のそれぞれの所得が一定の基準額以下であるこ

とが必要となります。　

　また、一部納付制度においては、納付すべき保険料額を納

付されなかった場合は、一部免除が無効となり、未納と同じ

扱いとなりますのでご注意ください。

平成18年６月まで

・全額免除

・半額納付　

　　（半額免除）

平成18年７月から

・全額免除

新・４分の１納付

・半額納付

新・４分の３納付

全額免除

４分の１納付

半額納付

４分の３納付

全額納付

　　　0円

3,470円

6,930円

10,400円

13,860円

13,860円

10,390円

6,930円

3,460円

0円

保険料 免除額

入札結果公表　６月分

市長交際費公表　６月分

慶 弔 費

会 　 費

そ の 他

合 　 計

73,860

53,824

50,000

177,684

７

９

３

19

支出種別 支出金額 件数

鷹巣中央小学校耐震補強工事

鷹巣南小学校耐震補強工事

マンホールポンプ設置工事（米内沢処理区）

コミュニティセンター屋上改修工事

鷹巣児童館放課後児童クラブ室建設工事

舗装維持工事（市道材木町～横町線）

林道改良工事（奥見内線）

20,758,500

45,675,000

13,965,000

5,481,000

6,842,850

4,410,000

17,115,000

㈲小笠原工務店

鷹巣土建工業㈱

大館桂工業㈱

㈲米広組

㈲ミサワハウス

㈲丸栄建設

㈱秋田デイックライト

工　事　名 契　約　額 落札業者

人口と世帯数 ６月30日現在

住民基本台帳による

　総人口　40,187人（ 41人減）

　　男　　19,033人（ 17人減）

　　女　　21,154人（ 24人減）

　 出生 　13人　転入　 44人

　 死亡 　51人　転出　 47人

　世帯数� 14,839世帯（９世帯減）

前月比

税 の納期限

７月31日まで

国民健康保険税 第１期

�　しゅうえつ

かつまさ

ゆういち

 　

よさぶろう

くまたろう

 　

たけぞう

ゆ う じ

 　

ゆ　り　こ

とくじろう

えいいち

「知事と語ろう！！」～参加者募集～

日　時　８月６日（日）　13：00～16：00

場　所　秋田看護福祉大学（大館市）

内　容　基調講演「思春期の課題と現状について」

　　　　シンポジウム「思春期教育への取り組みについて」

申込み　７月31日（月）まで

◎申し込み・お問い合わせ　

　　　大館福祉環境部　　　　０１８６－５２－３９５５

お知らせ

思春期世代を地域で支えるシンポジウム

固 定 資 産 税 第２期

種別、金額、件数

250万円以上の工事名
契約額、落札業者

市有財産（土地）の売却

土地の表示　北秋田市阿仁比立内字堂ノ向15番4

　　　　　　宅地　191.35㎡（木造平屋建物あり）

受付期間　　７月20日（木）～７月26日（水）まで

　　　　　　（土日を除く）

※入札に参加される方は阿仁支所で受付してください。

入札日時　７月31日（月）　10：00～　

　　　　　阿仁支所第１会議室

◎お問い合せ

　　　阿仁支所企画総務課　　　　　８２－２１１１

※平成18年度の１カ月分の保険料

Information　お知らせ
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村上敏明
テノールリサイタル

市ゆかりのオペラ歌手
北秋田市文化会館自主事業

　オペラ界で注目されているテノール歌手・村上
敏明氏のリサイタルが開催されます。「帰れソレ
ントへ」などの有名なカンツオーネの曲ほか、「浜
辺の歌」など本市ゆかりの楽曲も披露されます。

●期　日　８月５日（土）
●開　演　午後６時30分（開場午後６時）
●会　場　市文化会館
●入場料　前売券／一般2,500円・中高生1,000円
　　　　　当日券／一般3,000円・中高生1,000円
　　　　　小学生以下無料
　　　　　※完売のときは当日券はありません

◎前売券販売中
〔前売券取扱所〕

市文化会館
中央公民館
森吉コミュニティセンター
阿仁公民館
合川公民館
日活書店
いとく鷹巣南店
北秋協販

藤原歌劇団所属。33歳。

母は本市（鷹巣）出身

会場：阿仁前田河川公園

第20回

午後４時～

午後８時～

■プログラム

■お問合せ
　たなばた火まつり実行委員会（森吉山麓村おこし会）
　　75－3188（四季美館内）

　毎年恒例、夏の一大イベント『森吉山麓たなばた火まつり』も、地
域の皆さんに支えられ２０周年を迎えます。各地区伝統の灯篭大行列、
夜空を華麗に彩る創作花火、川面に映る県内最長の火文字群、炎と太
鼓の大競演、村おこし会が誇る１４５．４ｍの大ナイアガラなど、見
所満載で皆様をお待ちしております。「燃えよ！魅せよ！伝えよ！」
音と光と炎の祭典をぜひご観覧ください。

　毎年恒例、夏の一大イベント『森吉山麓たなばた火まつり』も、地
域の皆さんに支えられ２０周年を迎えます。各地区伝統の灯篭大行列、
夜空を華麗に彩る創作花火、川面に映る県内最長の火文字群、炎と太
鼓の大競演、村おこし会が誇る１４５．４ｍの大ナイアガラなど、見
所満載で皆様をお待ちしております。「燃えよ！魅せよ！伝えよ！」
音と光と炎の祭典をぜひご観覧ください。

森吉山麓たなばた火まつり森吉山麓たなばた火まつり
音と光と炎の祭典音と光と炎の祭典

燃
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伝
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よ
！

【帰りの臨時列車】阿仁前田駅発

鷹巣行き・比立内行き　ともに午後１０時１５分発
※当日は混雑が予想されますので、できるだけ内陸線をご利用ください

前田小ロックソーラン・五味掘餅つき踊り
たなばた踊り・阿仁前田獅子踊り
たなばた灯篭大行列

火まつりセレモニー・大館曲げわっぱ太鼓
火文字、各花火・火まつり太鼓

前田小ロックソーラン・五味掘餅つき踊り
たなばた踊り・阿仁前田獅子踊り
たなばた灯篭大行列

火まつりセレモニー・大館曲げわっぱ太鼓
火文字、各花火・火まつり太鼓

北秋田市民プール

①　小･中学生の部

対　象

定　員
期　日
時　間
内　容
器　材

受講料

小学５・６年生、中学１・２年生
※保護者の承諾書が必要です（プール備付け）
１０人
７月２４日（月）・２５日（火）・２７日（木）
午後４時～午後６時
スキンダイビング初心者講習会
子供用器材の備え付けがありませんので、
ご持参ください。
６００円（入館料別）

②　中（３）･高校生の部

※購入アドバイスは市民プールで

（３日間）

（３日間）

中学３年生、高校生
※保護者の承諾書が必要です（プール備付け）
１０人
７月３１日（月）・８月１日（火）・５日（土）
午後４時～午後６時
スキンダイビング初心者講習会
マスク・シュノーケル・フィン無料貸出し
（あるいはご持参ください）
1，000円（入館料別）

対　象

定　員
期　日
時　間
内　容
器　材

受講料

小･中･高生

スキンダイビング 講習会

小･中･高生

スキンダイビング 講習会

指導者‥‥
申込先‥‥

岸部陞・疋田トヨ子両氏他
①７月２１日まで②７月２８日まで
北秋田市民プールへ　　62-5001

今年も魅せます８月７日！

会場：阿仁前田河川公園
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（問）市文化会館
　　　　62－3311　

全席
自由

（終演９時45分）


